
ヨーロッパ歴史・社会論基礎ゼミナールⅠ
（合田 昌史先生）

図書館アラカルト

2020.10.12 5限 吉田南総合図書館
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本日の流れ

1. 大学でレポート・論文を書くために

2. 演習と解説

3. 補足
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これからの
学び

一般的な
レポートの
構成と進め方

図書館にある
資料の活用

資料収集
4つの

キーワード

1. 大学でレポート・論文を書くために

1. 大学でレポート・論文を書くために
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問われるのは

「発見」「探る」「解決」する力

・大学で「学ぶ」こと

・「レポート」を書くこと

とは…

これからの学び
1. 大学でレポート・論文を書くために
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小・中・高 中・高・大 大・研究者

作文：
自分が思ったこと
感じたことを書く

レポート：
自分の「主張」、またその根拠となる
「信頼性」のある「証拠」が必要

論文：
さらに「新しい解釈」や「事実」を盛り込ん
だ、「独創的」な内容が必要

これからの学び
1. 大学でレポート・論文を書くために
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研究成果

「論文」や「図書」といった

文献資料に発表される

↓

学問

発表された文献の

積み重ねにより発展

論文

これからの学び
1. 大学でレポート・論文を書くために
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研究者（大学教員）
論文（研究成果）を書き、世に送り出し、
社会へとつなげる

学生
たくさんの論文（研究成果）を読み、
レポート（学習成果）を書く

次の課題発見につながり、「学ぶ」
ことの積み重ねとなる

これからの学び
1. 大学でレポート・論文を書くために
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これからの
学び

一般的な
レポートの
構成と進め方

図書館にある
資料の活用

資料収集
4つの

キーワード

1. 大学でレポート・論文を書くために

1. 大学でレポート・論文を書くために
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○○○○○ について

名前

序論

本論

・・・先行研究・事実情報・データの整理
・・・実験・調査方法と得られた結果のまとめ

・・・事実情報をもとに論理的に見解を導き出す
・・・分析、比較、類推、相違、新しい仮説
・・・予想される反論・他の可能性についての検討

結論

参考文献 考察

事実情報・データの整理

なぜやるか

どういう方法でやるか

なにをするか

ここから選択してください

一般的なレポートの構成

1. 大学でレポート・論文を書くために
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○○○○○ について

名前

序論

なにをするか

なぜやるか

どういう方法でやるか

本論

事実情報・データの整理

・・・先行研究・事実情報・データの整理
・・・実験・調査方法と得られた結果のまとめ

考察

・・・事実情報をもとに論理的に見解を導き出す
・・・分析、比較、類推、相違、新しい仮説
・・・予想される反論・他の可能性についての検討

結論

参考文献 考察

事実情報・データの整理

なぜやるか

どういう方法でやるか

なにをするか

ここから選択してください

問い

答え

一般的なレポートの構成

1. 大学でレポート・論文を書くために
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①テーマの決定

②資料・情報の収集

③資料・情報の読み込みと整理

④執筆

一般的なレポートの構成

1. 大学でレポート・論文を書くために
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①テーマの決定

出された課題をよく理解し、問題設定をします。

そのためには基礎知識、 が必要

です（百科事典や関連データベース、図書館での

ブラウジング等）。

そして を描き（チャート図や箇条書

きも有効）テーマを決定します。

B.参考文献リストA.論文・データ・統計等 C.おおまかなアウトライン

ここから選択
してください

D.事前調査

1. 大学でレポート・論文を書くために
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関連文献（ ）の調査・収集を

します。

実験・実地調査の場合もあります。

②資料・情報の収集

B.参考文献リストA.論文・データ・統計等 C.おおまかなアウトライン

ここから選択
してください

D.事前調査

1. 大学でレポート・論文を書くために
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収集した資料や情報の読み込みと整理を行います。

③資料・情報の読み込みと整理

④執筆

本論の執筆に入ります。

引用した論文や参照したデータの整理を行い、

を整えます。

B.参考文献リストA.論文・データ・統計等 C.おおまかなアウトライン

ここから選択
してください

D.事前調査

1. 大学でレポート・論文を書くために
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①テーマの決定
出された課題をよく理解し、問題設定をします。

そのためには基礎知識、D.事前調査が必要です。

（百科事典や関連データベース、図書館でのブラウジング等）そし

てC.おおまかなアウトラインを描き（チャート図も有効

）、テーマを決定します。

②資料・情報の収集

関連文献（A.論文、データ、統計等）の調査・収集します

。.実験・実地調査の場合もあります。

③資料・情報の読み込みと整理
収集した資料や情報の読み込みと整理を行います。

④執筆
本論の執筆に入ります。引用した論文や参照したデータの整理を行

い、B.参考文献リストを整えます。

1. 大学でレポート・論文を書くために
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先行研究の文献資料を

収集することが重要

↓

インターネットでも情報は集められる？

図書館にある資料は？

一般的なレポートの進め方

1. 大学でレポート・論文を書くために
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インターネット情報

○速報性が高い
○膨大な情報を検索できる
○場所を問わず、手軽に利用できる
×信頼性・妥当性（情報の発信源、根拠など）があるかどうか
×インターネット上の情報だけが、情報ではない

図書館の資料

実際に閲覧・利用する資料や、電子資料のようにWeb上で閲覧・
利用する資料は、編集・出版を経て世に出たものである。
○情報の信頼性・妥当性は高いと言える

それぞれの特徴を理解してうまく使っていきましょう！

一般的なレポートの進め方

1. 大学でレポート・論文を書くために
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インターネット情報 レポート

----------------------

＜参考文献＞
https://ja.wikipedia.org/wiki/・・・

〇〇についてのレポート

Wikipediaによ
ると、
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何時でも誰でも審査なしに編集可 信頼性・再現性×



これからの
学び

一般的な
レポートの
構成と進め方

図書館にある
資料の活用

資料収集
4つの

キーワード

1. 大学でレポート・論文を書くために

1. 大学でレポート・論文を書くために
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Explore
どんな文献がある？

4つのキーワード

Q）すでに入手できている文献（課題図書など）がある場合

Q）そういった文献がない場合

Q）キーワードってどうやって見つけるの？

A）最後の方にある「参考文献」「Reference」といった、その執筆者が執筆するに
あたって、参考にしたり、引用した文献のリストを見てみましょう。

A）百科事典で、調べているテーマに関する見出しを見ます。その分野の基本文献が
掲載されている場合があります。オンラインの「JapanKnowledge」も便利！

A）調べているテーマのキーワードを洗い出します。例えば、「Google」などの検索
エンジンで、とっかかりを見つけるのも一つの手です。
そのキーワードをもとにどんな文献があるか、京都大学蔵書検索KULINE（くらい
ん）でも検索してみます。
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どの文献が役にたつ？

Evaluate

Q）基本文献かどうか？

Q）内容の科学的/学術的妥当性は？

A）先生からの推薦図書、事典に載っていた文献（事典の項目の執筆者の文献）、引用
回数の多い文献がおさえておくべき必須の文献です！

Q）図書 or 雑誌論文/記事どっちが必要？

A）図書：総括的で学術研究としては比較的確立したもの。雑誌論文：研究として新し
く、個別テーマがあります。

A）様々な情報源から判断します。例えば、著者が匿名のインターネット情報（例：
Wikipediaなど）を分析なしにそのまま引用するのは適切ではありません。

4つのキーワード
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Locate
どこに その文献がある？

Q）京都大学にある？

Q）近くの公共図書館にある？

A）京都大学蔵書検索KULINE（くらいん）で検索します。

Q）国内の他大学・他機関にある？

A）KULINEの「他大学検索」「横断検索」で検索するか、データベースCiNii Books
（さいにい ぶっくす）で検索します。

A）京都府立図書館（+京都府立資料館の蔵書）と京都市図書館（京都市内の図書館の
蔵書）を検索します。

Q）どうしても見つからないときは？

A）図書館のスタッフに聞きます。

4つのキーワード
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Collect
どうやって 手に入れる？

Q）京都大学にある場合はどうする?

Q）国内他機関、海外などにある場合はどうする？

A）所蔵している図書館/室に行って直接利用します。遠隔地の場合は取り寄せることが
できます（複写の場合は複写料金がかかります）。

Q）他大学にある場合はどうする?

A）直接訪問利用するか、図書館間相互利用サービスを利用して取り寄せます（料金が
かかります）。

A）図書館を通じて取り寄せることが可能です。所属図書館・室へご相談ください。図
書館職員が対応します。

4つのキーワード
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Explore Evaluate

LocateCollect

文献収集

レポートを書く

どんな文献がある？

どうやって手に入れる？

どの文献が役に立つ？

どこにその文献がある？

まずは

KULINE

4つのキーワード

1. 大学でレポート・論文を書くために
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これからの
学び

一般的な
レポートの
構成と進め方

図書館にある
資料の活用

資料収集
4つの

キーワード

1. 大学でレポート・論文を書くために

1. 大学でレポート・論文を書くために
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①参考図書

②入門書・概説書

③学術書

④学術雑誌

⑤電子資料

図書館にある資料の活用

1. 大学でレポート・論文を書くために
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①参考図書

言葉や事例についての意味や概念の定義な

どを調べるとき

例）百科事典 、語学辞書

数値やデータについて調べるとき

例）統計、年表、データブック

図書館にある資料の活用

1. 大学でレポート・論文を書くために
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②入門書・概説書

一定の評価がある学術成果を体系的に

まとめたもの

例）教科書

『○○を学ぶ人のために』（世界思想社）

図書館にある資料の活用

1. 大学でレポート・論文を書くために
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③学術書

新しい研究成果を公表したもの

例）合田昌史著『マゼラン : 世界分割

(デマルカシオン)を体現した航海者』

（京都大学学術出版会）

図書館にある資料の活用

1. 大学でレポート・論文を書くために
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④学術雑誌

最新の研究成果を公表したもの

（「論文」の形で発表されます）

例）「西洋史学」「nature」

「Portuguese studies review」

図書館にある資料の活用

1. 大学でレポート・論文を書くために
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⑤電子資料

電子ジャーナルや電子ブックなどで、雑誌論文や図書を電子化し、

Web上で読むことができるようにしたものです。

京都大学でも 電子ジャーナル(約4万タイトル)・電子ブック(約
5万タイトル)・データベース(約100種類)を提供しているので、
たくさん活用しましょう。

例）Maruzen eBook Library

辞書事典のJapanKnowledge

新聞・ニュースデータベースなど

32

電子リソースの
活用について

https://www.kulib.kyoto-
u.ac.jp/service/1385204

図書館にある資料の活用

1. 大学でレポート・論文を書くために

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/service/1385204


電子ジャーナル・データベースにアクセスするには必ず

プラグインシステムをインストールしましょう。

※対応ブラウザはChromeかFireFoxのみ

専用プラグインのインストールにより、自宅からも利用可！
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専用プラグイン
について

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/bulletin/1383042

図書館にある資料の活用

1. 大学でレポート・論文を書くために

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/bulletin/1383042


アカデミックな世界には、「人がそれなりの努力を傾注して調べたり考えたり
して到達した真理・知識は、基本的に人類すべてのものとして共有されるべき
である。しかし、その代わりに、それを生み出した人にはそれ相当の尊敬が払
われなければならない」という基本的なルールがある。剽窃はこのルールに違
反している。論文の剽窃がきびしく咎められるということは、学生もこのアカ
デミックな世界の一員と考えられているということだ。
出典：戸田山和久著『新版 論文の教室』（p.35）

コピペ（剽窃）：
インターネットで検索してきた情報や図書の内容を、まるで自
分が考えたことかのようにレポートに写してしまうこと。

改ざん：
実験や統計の結果などを都合のいいように変えてしまうこと。

コピペ、改ざんは×

1. 大学でレポート・論文を書くために
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大学図書館とは

大学図書館は
大学での学びや研究をサポート！

豊富な資料 多様な学習スペース 便利なサービス

資料の探し方、データベースの使い方など、
分からないことがあったら…

図書館員に聞いてみよう！

1. 大学でレポート・論文を書くために
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本日の流れ

1. 大学でレポート・論文を書くために

2. 演習1,2,3とその解説

3. 補足
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京都大学蔵書検索 KULINE（クライン）

Kyoto University Libraries Information NEtwork system

・文献情報を検索するツール
・さまざまなオンラインサービスへの窓口

2. 演習1,2,3とその解説
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「ヨーロッパの歴史」の中で、興味のある分野の
図書をKULINEで検索してみましょう。
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演習1



（例）

ルネサンスについての本を探す
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演習1 解説演習1_解説



演習1_解説
2. 演習1,2,3とその解説

絞り込み検索① →所蔵館で絞り込む
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演習1_解説
2. 演習1,2,3とその解説

絞り込み検索② →出版年で絞り込む
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上位語

歴史

ヨーロッパ史/西洋史

西洋文化史

ルネサンス

下位語

演習1_解説
2. 演習1,2,3とその解説

ルネサンスについての本を探す →関連語で絞り込む
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抽象的

具体的

ヒット多数

ヒット少数



演習1_解説
2. 演習1,2,3とその解説
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ルネサンスについての本を探す →複数キーワードで絞り込む



背ラベルの記号

配架マップなど

所蔵館に
ついての情報

演習1_解説
2. 演習1,2,3とその解説

検索結果の見方
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AND検索 「A B」→AとBを含むものを検索

OR検索 「A＋B」→AあるいはBを含むもの

NOT検索 「A＾B」→Aは含むがBを含まないもの

前方一致 「Abcd*」→「Abcd」で始まるもの

完全一致 「#ABC」→文字列「ABC」に完全に一致

演習1_解説
2. 演習1,2,3とその解説

KULINE検索のコツ
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演習2
2. 演習1,2,3とその解説

CiNii Articlesにアクセスする
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国立情報学研究所が提供する、
「日本の論文・記事」「図書・雑誌」「博士学位論文」
などを検索できるデータベース。

CiNii Articles
日本の論文を探す

CiNii Books
大学図書館の本を探す

CiNii Dissertations
日本の博士論文を探す

演習2
2. 演習1,2,3とその解説

CiNii とは？
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京都大学の先生の名前を、
「CiNii Articles」で検索してみましょう。

1. その先生が執筆された論文を一つ選んで
ください。

2. 論文名、掲載されている雑誌名と巻号を
メモしてください。

演習2
2. 演習1,2,3とその解説
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（例）

合田昌史先生の論文を探す

演習2_解説
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フリーワードで検索

詳細検索

演習2
2. 演習1,2,3とその解説
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演習2_解説
2. 演習1,2,3とその解説

合田先生の論文を探す
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著者名

論題

雑誌名・巻号・ページ数

演習2_解説
2. 演習1,2,3とその解説

合田先生の論文を探す
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PDFファイルで閲覧可能

演習2_解説
2. 演習1,2,3とその解説

合田先生の論文を探す
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著者名

論題

雑誌名・巻号・ページ数

演習2_解説
2. 演習1,2,3とその解説

合田先生の論文を探す
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演習2_解説

京大には雑誌「史林」の90巻1号
の電子資料がある。（冊子体を持
っているかどうかは分からない）

例１ 電子資料がある場合

京大内で雑誌「甲南大学紀要
文学編」の124号を所蔵して
いる図書館を探して、冊子体
から論文を入手する。

2. 演習1,2,3とその解説

京都大学内の所蔵を探す
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例２ 電子資料がない場合



演習2_解説
2. 演習1,2,3とその解説

KULINEの該当ページへ
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演習2_解説

今、探しているのは90巻1号！

2. 演習1,2,3とその解説

巻号をチェック
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演習2_解説

p.92-122に該当の論文が掲載されている

2. 演習1,2,3とその解説

掲載ページをチェック
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図書の最後にある参考文献や註に掲載されている情報です。これらを見て、情報の
詳細を説明してみましょう。

書誌事項：図書名、雑誌名、論文名、著者名、巻号、出版者、出版年、ページ数

１）増田義郎「マゼラン : 地球をひとつにした男」原書房 1993

２）高瀬弘一郎「大航海時代イベリヤ両国の世界二分割征服論と日本」
『思想』568 1971年 75~97頁

３） Charles B. Schmitt and Brian P. Copenhaver, Renaissance philosophy 
(Oxford : Oxford University Press, 1992) 
[邦訳：チャールズ・B・シュミット, ブライアン・P・コーペンヘイヴァー著
『ルネサンス哲学』榎本武文訳、平凡社、2003年]

４）Gulru Necipoglu, "Suleyman the Magnificent and the Representation of Power in the
Context of Ottoman-Hapsburg-Papal Rivalry," The Art Bulletin, 71(1989), 401-27

演習3
2. 演習1,2,3とその解説

参考文献の読み方を知る
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演習3_解説
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図書の最後にある参考文献や註に掲載されている情報です。これらを見て、情報の
詳細を説明してみましょう。

書誌事項：図書名、雑誌名、論文名、著者名、巻号、出版社/者、出版年、ページ数

１）増田義郎「マゼラン : 地球をひとつにした男」 原書房 1993

２）高瀬弘一郎「大航海時代イベリヤ両国の世界二分割征服論と日本」
『思想』 568 1971年 75~97頁

３） Charles B. Schmitt and Brian P. Copenhaver,  Renaissance philosophy 
(Oxford : Oxford University Press, 1992) 
[邦訳：チャールズ・B・シュミット, ブライアン・P・コーペンヘイヴァー著
『ルネサンス哲学』榎本武文訳、平凡社、2003年]

４）Gulru Necipoglu, "Suleyman the Magnificent and the Representation of Power in the
Context of Ottoman-Hapsburg-Papal Rivalry," The Art Bulletin, 71(1989), 401-27

参考文献の読み方を知る
2. 演習1,2,3とその解説



本日の流れ

1. 大学でレポート・論文を書くために

2. 演習1,2,3とその解説

3. 補足
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他大学資料の利用

WEBで公開されておらず、京都大学に所蔵がない場合には…

①その冊子を持つ大学や機関へ直接行く（要紹介状）

※紹介状は所属の図書館室で発行しています。

②MyKULINEで論文コピーや図書の取り寄せを申込（有料）

3. 補足
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ありがとうございました

京都大学吉田南総合図書館

Mail: a30yslib@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

Tel:075-753-6525

＠＠yoshidasouthlib
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